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１．はじめに 

 近年、省エネルギー、省資源への社会的な要請が増大している。このような要請に対

する解決策の中で、自動車の省エネルギー、省資源化は重要な解決策の１つである。 

 本稿は、自動車の軽量化による省エネルギー、省資源化、特に鋼材から軽量なアルミ

ニウム又はアルミニウム合金材料（アルミ材）への代替という観点から、アルミ材の自

動車車体部品への適用化技術について調査した。 

 

２．自動車の軽量化 

 自動車の軽量化は、材料強度を高めて薄肉化を図る方法、比重の軽い材質に材質変更

をする方法等が考えられる。材質変更の場合は、鋼材からアルミ材又は樹脂等の材質に

変更する方法が注目されている。 

 アルミ材の自動車部品、特に車体部品への適用化技術に注目してみると、我が国にお

いては、先ず、自動車メーカでなく素材メーカにより自動車メーカへの提案という形で

進められてきたようである。なかでも、株式会社神戸製鋼所（神戸製鋼所）はアルミ材

の自動車部品への適用検討を積極的に進めてきた素材メーカの一つである。 

 例えば、車体部分のアルミ材化に関する技術について、各社特許出願状況を調べた結

果を図１に示す。 

 【図１】 
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図１によると、車体部分のアルミ材化に関しては、神戸製鋼所の出願件数が飛び抜け

て多いことが分かる。また、日産自動車は他の自動車会社よりは少し送れて出願がされ

始めているが、平成４年以降の出願数の増加が著しいことが分かる。 

 なお、図１は、特許庁特許電子図書館の特許・実用新案検索を利用して検索を行った

結果である。検索は、テキスト検索により、キーワードは、要約＋請求の範囲（アルミ

 鋼 接合；and検索）、出願人／権利者（メーカ名、例えば、神戸製鋼所、トヨタor

豊田等）とした。横軸は、1(2001)～8(2008)年の公開年度を示す。但し、0年度は、20

00年以前の出願をまとめた件数を示す。縦軸は、出願件数であり、上記検索からアルミ

ニウムと鋼板の接合に関係ないと思われる出願を除いた件数である。 

 上述のように、神戸製鋼の出願件数は突出しており、車体部分のアルミ材化への開発

にいち早く取り組み、開発を積極的に進めてきたことを示していると思われる 。 当

社は特許出願の他、アルミ材の自動車部品への適用化技術を積極的に公開しており、当

社のR&D 神戸製鋼技報（自動車用材料特集（Vol.47No2/Sep.1997 通巻186号）、特集:

自動車用材料（Vol.52No3/Dec.2002 通巻202号）、特集:輸送機用材料・機器技術（Vo

l.54No3/Dec.2004 通巻208号）、特集:自動車車体材料（Vol.57No2/Dec.2007 通巻216

号））によると、アルミ材の自動車部品への適用化技術についてよく理解することがで

きる。 

 図１において2008年に出願公開された特許出願の発明の名称を表１に示す。 

 【表１】 
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各社ともアルミ材-鋼板の接合を目的とした同様な発明について出願をしていること

が分かり、しかも、自動車メーカが一斉に開発に取り組んでいる様子がうかがえる。 

 

３．アルミ材の自動車車体部品への適用化技術の概要 

 アルミ材の自動車車体部品への適用化技術について概観するには、上記R&D 神戸製鋼

技報が参考になる。以下、神戸製鋼技報を基に概観する。 

 

 先ず、自動車の材料構成を図２に示す。なお、図２は、自動車車体材料の現状と動向

（大宮 良信他、R&D 神戸製鋼技報Vol.57No2/Dec.2007 通巻216号p2）により引用（藤

根 学他、TOYOTA Technical RevieVol.53219(2004)p40）された図面である。 

 図２によると、マークⅡ2000年車のAlminum(アルミニウム材)が占める割合は10.6%

で、Plastics(樹脂部材)の占める割合が9%であることが分かり、また、アルミニウムと

樹脂の占める割合は1968年より次第に年を追って増加していることが分かる。 

 【図２】 

 

 

 さらに、アルミ材が自動車のどのような部位に使用されているかをみると、「アルミ

鋳物、ダイカスト品が主にエンジン関係部品、ホイールに使用されており、アルミ使用

量の約80％を占めるに至っている。板材、押出材は、その約50％が熱交換器材として使

用されている。一方、自動車車体へアルミ材が広く使用されるようになったのは比較的

最近であるが（量産車種へのアルミパネル材の採用は1985 年のマツダ㈱のRX-7 フード

が最初）、今後さらなる自動車軽量化を図るためには、自動車車体へのアルミ材の適用

拡大が考え得る一方法である（R&D 神戸製鋼技報Vol.57No2/Dec.2007 通巻216号p4）」

とされる。 

 すなわち、一層の自動車軽量化を図るためには、自動車車体へのアルミ材の適用拡大

が重要であるとされる。 

 

 具体的な車体部品へのアルミ材の適用についてみると、「アルミ化部品は日米を問わ
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ず、まだ既存の製造設備が使えるフードなどのふた物類に限られている。国内ではスポ

ーティ車、高級車での採用が目立つが、米国では現行のCAFE規制をクリアさせる一つの

手段として生産量の多い車のアルミ化が1997年から1999年にかけて計画されている。と

くに注目されるのは、全米で最大の生産量を誇るピックアップトラックF150のフードが

アルミ化されたことである（日野光男、R&D 神戸製鋼技報Vol.47No2/Sep.1997 通巻18

6号p2）」とされ、下記の表２が記載されている。 

 【表２】 

 

 

 自動車のアルミ化による軽量化においては、素材、部品間の結合技術が重要になる。 

 アルミ材同士又はアルミ材と鋼板などの異種金属材料の接合方法については種々の

方法が行われており、アルミ材同士の接合について、「アルミ化適用対象としては、ホ

ワイトボディやフードなどの後付け部品があり、その接合方法としては、抵抗スポット

溶接やクリンチングの適用が少なくなり、セルフピアッシングリベット（以下SPR）、

ミグ溶接やレーザ溶接が増加する傾向にある。・・・その他、インパネリンフォースに

おける板プレス構造の組立てとして大気中電子ビーム溶接が海外では適用されている

（R&D 神戸製鋼技報Vol.57No2/Dec.2007 通巻216号p5）」とされ、 

 異種金属材料の接合方法については、「アルミ部材の鋼製ボディへの組込みのための

接合方法としては、SPRなどのリベッティングやTOXといったクリンチングなどの機械的

接合に接着剤を併用した方法が適用されている。・・・また、摩擦撹拌のスポットタイ

プもトランクヒンジ部のボルトリテーナの接合としてマツダ㈱のロードスターに適用

され・・・従来から適用されてきた溶接方法（抵抗スポット溶接）もその適用が期待さ

れており、脆弱な金属間化合物の生成抑制課題を克服すべく開発が活発化してきている

（同p5）」とされる。 

 

                               以上（１） 
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